
第２２期第３８回筑前海区漁業調整委員会次第 

 

 

１ 日 時  令和７年２月２８日（金） 公聴会終了後 

 

２ 場 所   福岡県水産会館５階 大研修室 

 

３ 議 題 

（１）筑前海区漁場計画の変更について（答申）          資料１ 
 
 
（２）福岡県資源管理方針の一部改正について（諮問）       資料２ 
 
 
（３）特定水産資源の福岡県知事管理漁獲可能量の設定について（諮問） 
                                資料３ 
 
 
（４）特定水産資源の福岡県知事管理漁獲可能量の変更の取扱について（諮問） 

資料４ 
 
 
（５）宗像地区におけるまき網漁業の４月操業について（協議）   資料５ 
 
 
（６）関門海峡におけるマダコの採捕制限に係る委員会指示について（協議） 

資料６ 
 
 
（７）漁業法第９０条第２項に基づく資源管理の状況等の報告について（報告） 

    資料７ 
 
 
（８）筑肥連合海区漁業調整委員会について（報告）        資料８ 
 
 
（９）その他 
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　　資　料　１
（22-38　筑前漁調委）
（令和７年２月２８日）



筑前海区漁場計画変更に係る基本方針について 

 

令和７年１月２１日 
漁 業 管 理 課 

【現行漁場計画】 

・筑前海区には筑共第１～２１号（第１種、第２種）、筑共第１０１～１１０

号（第３種）、区画漁業権（団体 56、個別２件）及び定置漁業権２件を設定。 

・沿岸漁場保全は設定なし 

・共同漁業権の免許期間は令和５年９月１日から令和 15 年８月 31 日。 

 区画及び定置漁業権の免許期間は令和５年９月１日から令和10年８月31日。 

 

【変更計画のポイント】 

・各地区での試験養殖について一定の成果があり、事業化が見込めるものは

海区漁場計画を変更のうえ、新規の区画漁業権として設定。 

・共同漁業権、定置漁業権及び沿岸漁場保全は変更なし。 

 

 

【漁場計画素案概要】 

〇 区画漁業権（別紙一覧表参照） 

・試験養殖により事業化・事業拡大が見込める以下の各地先の養殖を新規

漁業権として設定。 
 

漁協（支所） 漁業種類 
個別・団体

の別 
試験養殖 
開始年度 

糸  島（芥屋） わ か め 団体 Ｒ４ 
糸  島（岐志） か    き 団体 Ｒ４ 
福岡市（唐泊） か    き 個別 Ｒ５ 
糸  島（岐志） あかもく 団体 Ｒ３ 
糸  島（岐志） あかもく 団体 Ｒ３ 
糸  島（芥屋） あかもく 団体 Ｒ３ 
糸  島（芥屋） あかもく 団体 Ｒ３ 
糸  島（野北） あかもく 団体 Ｒ５ 
福岡市（西浦） あかもく 団体 Ｒ４ 
糸  島（船越） う    に 団体 Ｒ５ 
糸  島（岐志） う    に 団体 Ｒ４ 
糸  島（芥屋） う    に 団体 Ｒ５ 
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【今後のスケジュール（見込）】 

  R7. 1 月  漁場計画変更案 漁調委諮問        

    R7. 2 月  公聴会、答申 

  R7. 5 月  漁場計画変更公示            

  R7. 6 月  漁協総会 

  R7. 7 月  免許申請 

  R7. 8 月  免許諮問・答申           

  R7. 9 月 1 日 免許  
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第 １ 種 区 画 漁 業
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業
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ま
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)　
、
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、
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台
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4
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岐
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台
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0
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摩
芥

屋
地

先
次

の
(イ

)　
、

(ロ
)　

、
(ハ

)　
、

(ニ
)　

、
（
ホ

）
、

（
ヘ

）
及

び
（
イ

）
を

順
次

に
結

ん
だ

直
線

に
よ

っ
て

囲
ま

れ
た

区
域

基
点

第
5
8号

　
筑

前
ノ

ー
瀬

灯
台

(イ
)　

　
基

点
第

5
8号

か
ら

真
方

位
5
2度

3
9分

　
1
,0

3
0メ

ー
ト

ル
の

点
(ロ

)　
　

基
点

第
5
8号

か
ら

真
方

位
5
7度

5
4分

　
1
,0

1
2メ

ー
ト

ル
の

点
(ハ

)　
　

基
点

第
5
8号

か
ら

真
方

位
7
2度

2
2分

　
 9

3
0メ

ー
ト

ル
の

点
(ニ

)　
　

基
点

第
5
8号

か
ら

真
方

位
7
1度

4
5分

　
 9

0
6メ

ー
ト

ル
の

点
(ホ

)　
　

基
点

第
5
8号

か
ら

真
方

位
5
7度

1
5分

　
9
9
3メ

ー
ト

ル
の

点
(ヘ

)　
　

基
点

第
5
8号

か
ら

真
方

位
5
2度

2
9分

　
1
,0

1
0メ

ー
ト

ル
の

点

漁
期

終
了

ま
で

に
当

該
養

殖
施

設
を

撤
去

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

糸
島

市
志

摩
芥

屋
、

神
在

、
前

原
中

央
、

井
田

原
、

福
岡

市
南

区
井

尻

団 体 漁 業 権

糸
島

市
志

摩
新

町
、

岐
志

、
御

床
、

久
家

、
井

原
、

桜
井

、
野

北
、

芥
屋

、
荻

浦
、

前
原

西
、

波
多

江
駅

北
、

神
在

、
大

門
、

福
岡

市
城

南
区

堤
団

地
、

西
区

今
宿

西

久
家

、
井

原
、

桜
井

、
野

北
、

芥
屋

、
荻

浦
、

前
原

西
、

波
多

江
駅

北
、

神
在

、
大

門
、

福
岡

市
城

南
区

堤
団

地
、

西
区

今
宿

西

新 規 漁 業 権

筑 区 第 1 3 0 8 号

第 １ 種 区 画 漁 業

あ
か

も
く
養

殖
業

1
0月

１
日

か
ら

翌
年

６
月

3
0日

ま
で

糸
島

市
志

摩
野

北
地

先
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イ
免

許
予

定
日

令
和

７
年

９
月

１
日

ウ
漁

業
権

の
存

続
期

間
　

　
　

令
和

７
年

９
月

１
日

か
ら

令
和

１
０

年
８

月
３

１
日

ま
で

な
し

糸
島

市
志

摩
新

町
、

岐
志

、
御

床
、

久
家

、
井

原
、

桜
井

、
野

北
、

芥
屋

、
荻

浦
、

前
原

西
、

波
多

江
駅

北
、

神
在

、
大

門
、

福
岡

市
城

南
区

堤
団

地
、

西
区

今
宿

西

団 体 漁 業 権

新 規 漁 業 権新 規 漁 業 権

筑 区 第 1 4 0 3 号

第 １ 種 区 画 漁 業

う
に

養
殖

業
１

月
１

日
か

ら
1
2

月
3
1日

ま
で

糸
島

市
志

摩
岐

志
地

先
次

の
(イ

)　
、

(ロ
)　

、
(ハ

)　
、

(ニ
)　

及
び

（
イ

）
を

順
次

に
結

ん
だ

直
線

に
よ

っ
て

囲
ま

れ
た

区
域

基
点

第
5
7号

　
岐

志
港

西
防

波
堤

灯
台

(イ
)　

　
基

点
第

5
7号

か
ら

真
方

位
0
0
1度

4
0分

　
3
4
3メ

ー
ト

ル
の

点
(ロ

)　
　

基
点

第
5
7号

か
ら

真
方

位
0
2
2度

2
0分

　
3
3
4メ

ー
ト

ル
の

点
(ハ

)　
　

基
点

第
5
7号

か
ら

真
方

位
0
2
4度

5
9分

　
2
6
0メ

ー
ト

ル
の

点
(ニ

)　
　

基
点

第
5
7号

か
ら

真
方

位
3
5
7度

2
0分

　
2
6
5メ

ー
ト

ル
の

点

筑 区 第 1 3 0 9 号

第 １ 種 区 画 漁 業

あ
か

も
く
養

殖
業

1
0月

１
日

か
ら

翌
年

６
月

3
0日

ま
で

福
岡

市
西

区
西

浦
地

先
次

の
(イ

)　
、

(ロ
)　

、
(ハ

)　
、

(ニ
)　

及
び

（
イ

）
を

順
次

に
結

ん
だ

直
線

に
よ

っ
て

囲
ま

れ
た

区
域

基
点

第
9
2号

　
西

浦
漁

港
北

側
防

波
堤

突
端

の
西

側
突

端
(イ

)　
　

基
点

第
9
2号

か
ら

真
方

位
0
0
6度

2
9分

　
2
8
7メ

ー
ト

ル
の

点
(ロ

)　
　

基
点

第
9
2号

か
ら

真
方

位
0
1
9度

5
8分

　
2
4
8メ

ー
ト

ル
の

点
(ハ

)　
　

基
点

第
9
2号

か
ら

真
方

位
0
1
9度

2
2分

　
8
8メ

ー
ト

ル
の

点
(ニ

)　
　

基
点

第
9
2号

か
ら

真
方

位
3
5
5度

4
0分

　
1
0
2メ

ー
ト

ル
の

点

漁
期

終
了

ま
で

に
当

該
養

殖
施

設
を

撤
去

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

福
岡

市
西

区
大

字
西

浦
団 体 漁 業 権

新 規 漁 業 権

号 筑 区 第 1 4 0 2 号

第 １ 種 区 画 漁 業

う
に

養
殖

業
１

月
１

日
か

ら
1
2

月
3
1日

ま
で

糸
島

市
志

摩
久

家
地

先
次

の
(イ

)　
、

(ロ
)　

、
(ハ

)　
、

(ニ
)　

、
（
ホ

）
、

（
ヘ

）
、

（
ト

）
及

び
(イ

)　
を

順
次

に
結

ん
だ

直
線

に
よ

っ
て

囲
ま

れ
た

区
域

基
点

第
5
6号

　
糸

島
市

志
摩

船
越

船
越

漁
港

南
防

波
堤

突
端

に
設

定
し

た
標

識 (イ
)　

　
基

点
第

5
6号

か
ら

真
方

位
0
7
6度

0
7分

　
1
6
2メ

ー
ト

ル
の

点
(ロ

)　
　

基
点

第
5
6号

か
ら

真
方

位
0
4
6度

4
1分

　
3
5
7メ

ー
ト

ル
の

点
(ハ

)　
　

基
点

第
5
6号

か
ら

真
方

位
0
9
2度

1
1分

　
6
7
8メ

ー
ト

ル
の

点
(ニ

)　
　

基
点

第
5
6号

か
ら

真
方

位
1
0
5度

4
6分

　
9
3
7メ

ー
ト

ル
の

点
(ホ

)　
　

基
点

第
5
6号

か
ら

真
方

位
1
3
5度

1
0分

　
8
5
7メ

ー
ト

ル
の

点
(ヘ

)　
　

基
点

第
5
6号

か
ら

真
方

位
1
3
8度

4
0分

　
4
9
3メ

ー
ト

ル
の

点
(ト

)　
　

基
点

第
5
6号

か
ら

真
方

位
1
0
9度

3
7分

　
5
2
1メ

ー
ト

ル
の

点

な
し

糸
島

市
志

摩
船

越
、

志
摩

久
家

、
志

摩
師

吉
、

志
摩

初
、

志
摩

御
床

、
志

摩
松

隈
、

波
多

江
駅

南
、

前
原

駅
南

、
前

原
南

、
福

岡
市

西
区

今
津

団 体 漁 業 権

新 規 漁 業 権

筑 区 第 1 4 0 4 号

第 １ 種 区 画 漁 業

う
に

養
殖

業
１

月
１

日
か

ら
1
2

月
3
1日

ま
で

糸
島

市
志

摩
芥

屋
地

先
次

の
(イ

)　
、

(ロ
)　

、
(ハ

)　
、

(ニ
)　

及
び

（
イ

）
を

順
次

に
結

ん
だ

直
線

に
よ

っ
て

囲
ま

れ
た

区
域

基
点

第
9
1号

　
芥

屋
漁

港
北

側
防

波
堤

突
端

に
設

置
し

た
標

識
(イ

)　
　

基
点

第
9
1号

か
ら

真
方

位
0
0
1度

0
5分

　
 1

6
3メ

ー
ト

ル
の

点
(ロ

)　
　

基
点

第
9
1号

か
ら

真
方

位
0
2
0度

2
4分

　
 1

1
1メ

ー
ト

ル
の

点
(ハ

)　
　

基
点

第
9
1号

か
ら

真
方

位
3
2
4度

1
0分

　
  

3
4メ

ー
ト

ル
の

点
(ニ

)　
　

基
点

第
9
1号

か
ら

真
方

位
2
8
3度

4
8分

　
  

7
0メ

ー
ト

ル
の

点
（
ホ

）
　

基
点

第
9
1号

か
ら

真
方

位
3
2
0度

4
1分

　
 1

3
3メ

ー
ト

ル
の

点

な
し

糸
島

市
志

摩
芥

屋
、

神
在

、
前

原
中

央
、

井
田

原
、

福
岡

市
南

区
井

尻

団 体 漁 業 権
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エ
申

請
期

間
令

和
７

年
６

月
１

６
日

か
ら

令
和

７
年

７
月

１
６

日
ま

で
オ

筑
区

第
１

号
か

ら
第

４
号

、
筑

区
第

1
0
1
号

か
ら

1
1
3
号

、
筑

区
第

2
0
1
号

か
ら

2
0
4
号

、
筑

区
3
0
1
号

か
ら

3
1
4
号

、
筑

区
第

4
0
1
号

、
筑

区
第

5
0
1
号

、
筑

区
第

6
0
1
号

か
ら

第
6
0
2
号

、
筑

区
第

7
0
1
号

、
筑

区
第

8
0
1
号

、
筑

区
第

9
0
1
号

か
ら

9
0
7
号

、
筑

区
第

1
0
0
1
号

、
筑

区
第

1
1
0
1
号

か
ら

筑
区

第
1
1
0
4
号

、
筑

区
第

1
2
0
1
号

、
筑

区
第

1
3
0
1
号

か
ら

第
1
3
0
3
号

、
及

び
筑

区
第

1
4
0
1
号

ま
で

変
更

な
し
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6

30
3
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14
03

13
04
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05
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08
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4

13
03
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　　資　料　２
（22-38　筑前漁調委）
（令和７年２月２８日）



令和７年２月２８日 

福岡県筑前海区漁業調整委員会資料 

 

福岡県資源管理方針の一部改正について（諮問） 

 

水産振興課漁船漁業係 

【概要】 

〇「ぶり」の別紙１への追加 

・本県は令和２年 12 月１日、漁業法第 14 条第１項の規定に基づき、本県の資

源管理を行うための方針を示した「福岡県資源管理方針」を策定した。 

・国が定める特定水産資源（TAC 魚種）のうち、本県で漁獲のある魚種につい

ては、別紙 1-1 から 1-10 までに、その具体的な管理方針を定めている。 

・今般、特定水産資源である「ぶり」の漁業法に基づいた資源管理が、令和７

年４月１日より始まるため、国が定める資源管理基本方針が改定される。

（令和７年３月上旬改定予定） 

・これを受け、「ぶり」についても、福岡県資源管理方針の別紙 1-11 にその具

体的な管理方針を定めることとしたい。 

 

〇漁獲可能量の知事管理区分への配分の基準 

・別紙 1第３では各資源の漁獲可能量の県内配分基準について規定している。 

・「かたくちいわし瀬戸内海系群」以外の各魚種について、「漁業法第16条第２

項※に基づく関係海区漁業調整委員会は、筑前海区漁業調整委員会とする。」

旨の文を追加したい。 

・また、豊前海区及び有明海区については、知事管理漁獲可能量を定めたとき

は、設定後に開催される委員会で報告することとしたい。 

※漁業法第 16 条第２項：都道府県知事は、知事管理漁獲可能量を定めようとするときは、

関係海区漁業調整委員会の意見を聴かなければならない。 

（補足） 

・現状管理されている魚種は知事管理区分が一つで、国から定められた漁獲可

能量の全量を配分するため、県内配分について裁量の余地がほとんどない。 

・当該魚種の漁獲量のうち、豊前及び有明海区の割合は非常に少なく、豊前お

よび有明海区の通常通りの操業に影響はない。 

・知事管理区分を分ける必要が発生した際は、方針改正について全海区の漁業

調整委員会に諮問する。 

 

〇別紙 1-3 くろまぐろ（小型魚）および 1-4 くろまぐろ（大型魚）の変更点 

・知事管理漁獲可能量の変更について、事後報告を可能とする旨を追記する。 

・くろまぐろ 0歳魚の漁獲を増加させない取組について追記する。 
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改
正
案

 
現
行
方
針

 
福
岡
県
資
源
管
理
方
針

 
第
１
～
第
７
（
略
）

 
 第
８
 
個
別
の
水
産
資
源
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
資
源
管
理
方
針

 
  
特
定
水
産
資
源
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
資
源
管
理
方
針
は
「
別
紙
１
－
１
 
ま

あ
じ
」
か
ら
「
別
紙
１
－
11
 
ぶ
り
」
ま
で
に
、
特
定
水
産
資
源
以
外
の
水
産
資
源

（
法
第

11
条
第
２
項
第
２
号
の
資
源
管
理
の
目
標
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
必
要
な

資
源
評
価
が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
資
源
管
理

方
針
は
「
別
紙
２
－
１
 
ひ
ら
め
日
本
海
中
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群
」
に
、
法
第
 

11
 
条
第
２
項
第
２
号
の
資
源
管
理
の
目
標
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
資
源

評
価
が
行
わ
れ
て
い
な
い
水
産
資
源
の
資
源
管
理
の
方
向
性
は
「
別
紙
３
－
１
 

ぶ
り
」
か
ら
「
別
紙
３
－
11
 
が
ざ
み
福
岡
県
海
域
（
有
明
海
）
」
ま
で
に
、
そ
れ

ぞ
れ
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 
 （
別
紙
１
－
１
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
ま
あ
じ

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
ま
あ
じ
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
漁
業
法
第

16
条
第
２
項
に
基
づ
く
関
係
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
は
、
資
源
管

理
の
取
組
状
況
、
当
該
特
定
水
産
資
源
の
回
遊
状
況
、
法
第
 
12
4 

条
第
１
項
の

協
定
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
筑
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
と
す
る
。

 
漁
獲
可
能
量
を
定
め
た
と
き
は
、
設
定
後
に
開
催
さ
れ
る
福
岡
県
有
明
海
区
及

び
福
岡
県
豊
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

 
第
４
 
（
略
）

 
 

福
岡
県
資
源
管
理
方
針

 
第
１
～
第
７
（
略
）

 
 第
８
 
個
別
の
水
産
資
源
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
資
源
管
理
方
針

 
  
特
定
水
産
資
源
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
資
源
管
理
方
針
は
「
別
紙
１
－
１
 
ま

あ
じ
」
か
ら
「
別
紙
１
－
10
 
ま
だ
い
日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群
」
ま
で
に
、

特
定
水
産
資
源
以
外
の
水
産
資
源
（
法
第

11
条
第
２
項
第
２
号
の
資
源
管
理
の
目

標
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
資
源
評
価
が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
を
除
く
。
）

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
資
源
管
理
方
針
は
「
別
紙
２
－
１
 
ひ
ら
め
日
本
海
中
西

部
・
東
シ
ナ
海
系
群
」
に
、
法
第

 1
1 
条
第
２
項
第
２
号
の
資
源
管
理
の
目
標
を
定

め
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
資
源
評
価
が
行
わ
れ
て
い
な
い
水
産
資
源
の
資
源
管
理

の
方
向
性
は
「
別
紙
３
－
１
 
ぶ
り
」
か
ら
「
別
紙
３
－
11
 
が
ざ
み
福
岡
県
海
域

（
有
明
海
）
」
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 
 （
別
紙
１
－
１
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
ま
あ
じ

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
ま
あ
じ
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
     

第
４
 
（
略
）
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（
別
紙
１
－
２
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
ま
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
ま
い
わ
し
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
漁
業
法
第

16
条
第
２
項
に
基
づ
く
関
係
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
は
、
資
源
管

理
の
取
組
状
況
、
当
該
特
定
水
産
資
源
の
回
遊
状
況
、
法
第
 
12
4 

条
第
１
項
の

協
定
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
筑
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
と
す
る
。

 
漁
獲
可
能
量
を
定
め
た
と
き
は
、
設
定
後
に
開
催
さ
れ
る
福
岡
県
有
明
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

 
第
４
 
（
略
）

 
 （
別
紙
１
－
３
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
本
県
に
お
い
て
漁
獲
さ
れ
る
く
ろ
ま
ぐ
ろ
は
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採
捕

の
種
類
別
、
海
域
別
又
は
期
間
別
の
数
量
は
定
め
な
い
こ
と
と
し
、
全
量
を
福
岡
県

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
漁
業
法
第

16
条
第
２
項
に
基
づ
く
関
係
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
は
、
資
源
管

理
の
取
組
状
況
、
当
該
特
定
水
産
資
源
の
回
遊
状
況
、
法
第
 
12
4 

条
第
１
項
の

協
定
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
筑
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
と
す
る
。

 
配
分
の
変
更
に
つ
い
て
は
，
あ
ら
か
じ
め
筑
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
意
見

を
聴
い
て
定
め
た
方
法
に
よ
り
配
分
し
た
場
合
は
、
変
更
後
に
開
催
さ
れ
る
筑
前

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

 
福
岡
県
有
明
海
区
及
び
福
岡
県
豊
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
漁

（
別
紙
１
－
２
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
ま
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
ま
い
わ
し
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
     

第
４
 
（
略
）

 
 

（
別
紙
１
－
３
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
本
県
に
お
い
て
漁
獲
さ
れ
る
く
ろ
ま
ぐ
ろ
は
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採
捕

の
種
類
別
、
海
域
別
又
は
期
間
別
の
数
量
は
定
め
な
い
こ
と
と
し
、
全
量
を
福
岡
県

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。
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獲
可
能
量
を
設
定
ま
た
は
変
更
し
た
と
き
は
、
設
定
ま
た
は
変
更
後
に
開
催
さ
れ

る
各
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 

第
４
 
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

 
 
 
 
知
事
管
理
区
分
の
漁
獲
量
の
公
表
に
つ
い
て
、
法

31
条
に
定
め
る
場
合
に
該
当

す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
当
該
知
事
管
理
区
分
の
漁
獲
量
が
当
該
知
事
管
理
漁

獲
可
能
量
の
７
割
を
超
え
る
と
き
を
基
準
と
し
て
、
漁
獲
量
の
推
移
に
応
じ
て
判

断
す
る
。

 
０
歳
魚
（
２
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
）
の
漁
獲
を
令
和
６
管
理
年
度
の
水
準
か
ら
増
加

さ
せ
な
い
た
め
、
県
は
漁
業
者
が
行
う
取
組
に
対
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
と
す
る
。 

 
（
別
紙
１
－
４
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大
型
魚
）

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
本
県
に
お
い
て
漁
獲
さ
れ
る
く
ろ
ま
ぐ
ろ
は
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採
捕

の
種
類
別
、
海
域
別
又
は
期
間
別
の
数
量
は
定
め
な
い
こ
と
と
し
、
全
量
を
福
岡
県

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大
型
魚
）
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
漁
業
法
第

16
条
第
２
項
に
基
づ
く
関
係
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
は
、
資
源
管

理
の
取
組
状
況
、
当
該
特
定
水
産
資
源
の
回
遊
状
況
、
法
第
 
12
4 

条
第
１
項
の

協
定
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
筑
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
と
す
る
。

 
配
分
の
変
更
に
つ
い
て
は
，
あ
ら
か
じ
め
筑
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
意
見

を
聴
い
て
定
め
た
方
法
に
よ
り
配
分
し
た
場
合
は
、
変
更
後
に
開
催
さ
れ
る
筑
前

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

 
福
岡
県
有
明
海
区
及
び
福
岡
県
豊
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
漁

獲
可
能
量
を
設
定
ま
た
は
変
更
し
た
と
き
は
、
設
定
ま
た
は
変
更
後
に
開
催
さ
れ

る
各
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

 

  
第
４
 
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

 
知
事
管
理
区
分
の
漁
獲
量
の
公
表
に
つ
い
て
、
法

31
条
に
定
め
る
場
合
に
該
当

す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
当
該
知
事
管
理
区
分
の
漁
獲
量
が
当
該
知
事
管
理
漁

獲
可
能
量
の
７
割
を
超
え
る
と
き
を
基
準
と
し
て
、
漁
獲
量
の
推
移
に
応
じ
て
判

断
す
る

 
    

（
別
紙
１
－
４
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大
型
魚
）

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
本
県
に
お
い
て
漁
獲
さ
れ
る
く
ろ
ま
ぐ
ろ
は
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採
捕

の
種
類
別
、
海
域
別
又
は
期
間
別
の
数
量
は
定
め
な
い
こ
と
と
し
、
全
量
を
福
岡
県

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大
型
魚
）
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。
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第
４
 
（
略
）

 
 （
別
紙
１
－
５
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
す
る
め
い
か

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
す
る
め
い
か
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
漁
業
法
第

16
条
第
２
項
に
基
づ
く
関
係
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
は
、
資
源
管
理

の
取
組
状
況
、
当
該
特
定
水
産
資
源
の
回
遊
状
況
、
法
第
 1
24
 条

第
１
項
の
協
定

の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
筑
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
と
す
る
。

 
漁
獲
可
能
量
を
定
め
た
と
き
は
、
設
定
後
に
開
催
さ
れ
る
福
岡
県
有
明
海
区
及

び
福
岡
県
豊
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

 
第
４
 
（
略
）

 
 （
別
紙
１
－
６
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
ま
さ
ば
対
馬
暖
流
系
群
及
び
ご
ま
さ
ば
東
シ
ナ
海
系
群

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
ま
さ
ば
及
び
ご
ま
さ
ば
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
漁
業
法
第

16
条
第
２
項
に
基
づ
く
関
係
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
は
、
資
源
管
理

の
取
組
状
況
、
当
該
特
定
水
産
資
源
の
回
遊
状
況
、
法
第
 1
24
 条

第
１
項
の
協
定

の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
筑
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
と
す
る
。

 
漁
獲
可
能
量
を
定
め
た
と
き
は
、
設
定
後
に
開
催
さ
れ
る
福
岡
県
有
明
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

 
第
４
 
（
略
）

 

 
第
４
 
（
略
）

 
 

（
別
紙
１
－
５
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
す
る
め
い
か

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
す
る
め
い
か
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
     

第
４
 
（
略
）

 
 

（
別
紙
１
－
６
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
ま
さ
ば
対
馬
暖
流
系
群
及
び
ご
ま
さ
ば
東
シ
ナ
海
系
群

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
ま
さ
ば
及
び
ご
ま
さ
ば
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
     

第
４
 
（
略
）
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 （
別
紙
１
－
７
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
（
体
色
が
銀
色
の
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
別

紙
の
第
２
か
ら
第
３
に
お
い
て
同
じ
。）

 

第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖
流
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
漁
業
法
第

16
条
第
２
項
に
基
づ
く
関
係
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
は
、
資
源
管
理

の
取
組
状
況
、
当
該
特
定
水
産
資
源
の
回
遊
状
況
、
法
第
 1
24
 条

第
１
項
の
協
定

の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
筑
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
と
す
る
。

 
漁
獲
可
能
量
を
定
め
た
と
き
は
、
設
定
後
に
開
催
さ
れ
る
福
岡
県
有
明
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

 
第
４
 
（
略
）

 
 （
別
紙
１
－
８
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
う
る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
う
る
め
い
わ
し
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
漁
業
法
第

16
条
第
２
項
に
基
づ
く
関
係
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
は
、
資
源
管
理

の
取
組
状
況
、
当
該
特
定
水
産
資
源
の
回
遊
状
況
、
法
第
 1
24
 条

第
１
項
の
協
定

の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
筑
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
と
す
る
。

 
漁
獲
可
能
量
を
定
め
た
と
き
は
、
設
定
後
に
開
催
さ
れ
る
福
岡
県
有
明
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 

第
４
～
第
５
（
略
）

 

 
（
別
紙
１
－
７
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
（
体
色
が
銀
色
の
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
別

紙
の
第
２
か
ら
第
３
に
お
い
て
同
じ
。）

 

第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖
流
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
     

第
４
 
（
略
）

 
 

（
別
紙
１
－
８
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
う
る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
う
る
め
い
わ
し
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。
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 （
別
紙
１
－
9）

（
略
）

 
 （
別
紙
１
－
10
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
ま
だ
い
日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
ま
だ
い
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
漁
業
法
第

16
条
第
２
項
に
基
づ
く
関
係
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
は
、
資
源
管
理

の
取
組
状
況
、
当
該
特
定
水
産
資
源
の
回
遊
状
況
、
法
第
 1
24
 条

第
１
項
の
協
定

の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
筑
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
と
す
る
。

 
漁
獲
可
能
量
を
定
め
た
と
き
は
、
設
定
後
に
開
催
さ
れ
る
福
岡
県
有
明
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 

第
４
～
第
５
（
略
）

 
 （
別
紙
１
－
11
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
ぶ
り

 
第
２
 
知
事
管
理
区
分
及
び
知
事
管
理
区
分
ご
と
の
漁
獲
量
の
管
理
の
手
法
等

 
福
岡
県
ぶ
り
知
事
管
理
区
分

 
⑴
 
当
該
知
事
管
理
区
分
を
構
成
す
る
事
項

 
当
該
知
事
管
理
区
分
を
構
成
す
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
①
 
水
域

 
②
の
対
象
と
す
る
漁
業
が
、
ぶ
り
の
採
捕
を
行
う
水
域

 
②
 
対
象
と
す
る
漁
業

 
福
岡
県
に
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
所
の
所
在
地
が
あ
る
者

第
４
～
第
５
（
略
）

 
 

（
別
紙
１
－
9）

（
略
）

 
 

（
別
紙
１
－
10
）

 
第
１
 
特
定
水
産
資
源

 
ま
だ
い
日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群

 
第
２
 
（
略
）

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
ま
だ
い
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る

 
      

第
４
～
第
５
（
略
）

 
 （
新
設
）
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が
ぶ
り
を
採
捕
す
る
漁
業
（
大
臣
管
理
区
分
を
除
く
。
）

 
③
 
漁
獲
可
能
期
間

 
周
年

 
⑵
 
漁
獲
量
の
管
理
の
手
法
等

 
当
該
知
事
管
理
区
分
に
お
け
る
管
理
の
手
法
は
、
現
行
の
水
準
以
上
に
漁
獲
量

を
増
加
さ
せ
な
い
管
理
と
し
、
漁
獲
量
等
の
報
告
期
限
は
、
陸
揚
げ
し
た
日
か
ら
そ

の
属
す
る
月
の
翌
月

10
日
ま
で
と
す
る
。

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
の
知
事
管
理
区
分
へ
の
配
分
の
基
準

 
全
量
を
福
岡
県
ぶ
り
知
事
管
理
区
分
に
配
分
す
る
。

 
漁
業
法
第

16
条
第
２
項
に
基
づ
く
関
係
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
は
、
資
源
管

理
の
取
組
状
況
、
当
該
特
定
水
産
資
源
の
回
遊
状
況
、
法
第
 
12
4 

条
第
１
項
の

協
定
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
筑
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
と
す
る
。

 
漁
獲
可
能
量
を
定
め
た
と
き
は
、
設
定
後
に
開
催
さ
れ
る
福
岡
県
有
明
海
区
及

び
福
岡
県
豊
前
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

 
第
４
 
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

 
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
と
し
て
、
漁
獲
努
力
量
に
よ
る
管
理
を

合
わ
せ
て
行
う
こ
と
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
当
該
漁
業
に
係
る
漁
獲
努
力

量
の
上
限
は
、
資
源
管
理
方
針
策
定
時
の
本
県
筑
前
海
海
域
に
お
け
る
漁
船
登
録

数
で
あ
る

2,
10
2
隻
と
す
る
。

 
第
５
 
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項
 

資
源
管
理
基
本
方
針
（
令
和
２
年
農
林
水
産
省
告
示
第

19
82

号
）
の
本
則
の
第

１
の
２
（
５
）
に
 
定
め
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
管
理
を
行
う
。

 
   （
別
紙
２
－
１
）
（
略
）

 
  

                         
 

（
別
紙
２
－
１
）
（
略
）
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（
別
紙
３
－
１
）
 
削
除

 
ぶ
り
（
令
和
７
年
３
月
〇
日
付
け
の
資
源
管
理
基
本
方
針
改
正
で
特
定
水
産
資
源
と

な
り
、
別
紙
１
へ
規
程
。）

 
                （
別
紙
３
－
２
）
～
（
別
紙
３
－
11
）
（
略
）

 
 

（
別
紙
３
－
１
）

 
第
１
 
水
産
資
源

 
ぶ
り

 
第
２
 
資
源
管
理
の
方
向
性

 
M

SY
（
最
大
持
続
生
産
量
）
ベ
ー
ス
の
資
源
評
価
結
果
に
基
づ
き
資
源
管
理

基
本
方
針
の
別
紙
に
資
源
管
理
の
目
標
が
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
国
が
行
う
資

源
評
価
に
お
け
る
現
状
の
親
魚
量
を
維
持
す
る
こ
と
を
資
源
管
理
の
方
向
性
と
す

る
。

 
第
３
 
漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理
以
外
の
手
法
に
よ
る
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

 
福
岡
県
漁
業
調
整
規
則
等
の
公
的
規
制
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
当
該
水
産
資

源
の
採
捕
を
す
る
者
に
よ
る
法
第

 1
24

 条
第
１
項
の
協
定
の
締
結
を
促
進
し
、

認
定
し
た
協
定
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
定
に
参
加
し
て
い
る
者
自
ら
に

よ
る
当
該
協
定
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
検
証
及
び
取
組
内
容
の
改
良
を
促
進
す

る
。

 
ま
た
、
当
該
協
定
に
基
づ
き
、
報
告
さ
れ
る
情
報
を
活
用
し
て
、
資
源
評
価
が

行
え
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

 
第
４
 
そ
の
他
資
源
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項

 
な
し

 
 （
別
紙
３
－
２
）
～
（
別
紙
３
－
11
）
（
略
）
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　　資　料　３
（22-38　筑前漁調委）
（令和７年２月２８日）



（別紙） 

 

１ 本県に定められた都道府県別漁獲可能量及び定めようとする知事管理漁獲可能量 

特定水産資源 
都道府県別 

漁獲可能量 

知事管理漁獲可能量 

知事管理区分 配分数量 

するめいか 現行水準 
福岡県するめいか 

知事管理区分 
現行水準 

くろまぐろ 

（小型魚） 
26.9 トン 

福岡県くろまぐろ 

（小型魚）知事管理区分 
26.9 トン 

くろまぐろ 

（大型魚） 
20.6 トン 

福岡県くろまぐろ 

（大型魚）知事管理区分 
20.6 トン 
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　　資　料　４
（22-38　筑前漁調委）
（令和７年２月２８日）



別紙 

特定水産資源の福岡県知事管理漁獲可能量の変更に係る取扱について 

（くろまぐろ） 

 

１.背景 

くろまぐろについて、漁獲枠が非常に少ないことから、採捕停止命令が発出

された場合など、可及的速やかに漁獲可能量を増枠させることが望まれている。 

しかしながら、漁獲可能量を変更しようとする場合、１国からの意見照会、

２県からの回答、３国からの通知、４漁業調整委員会への諮問、５県公報への

搭載および国への報告という事務手続が必要となる。このうち、漁業調整委員

会は開催の日程調整に時間を要するため、３の国からの通知後、２～３週間を

要する場合があり、手続きの迅速化が必要である。 

このため、福岡県資源管理方針の別紙１-３及び１-４の第３に基づき、事後

報告で対応できる配分方法について筑前海区漁業調整委員会へ意見を求める

もの。 

 

２．令和７管理年度の取扱い 

 （１）事後報告とする場合 

令和７管理年度においては、くろまぐろの漁獲可能量の当初配分及び配分量

の融通に関する実施要領に基づく変更及び農林水産大臣が必要と認める場合

の配分で、県内漁業者団体の合意がある場合については、福岡県資源管理方針

で、「くろまぐろ（小型魚）」、「くろまぐろ（大型魚）」ともに、管理区分が１つ

しかなく、都道府県別漁獲可能量の全量を知事管理区分に配分するとされてお

り、裁量の余地がない機械的な変更であることから、漁業調整委員会には事後

報告で対応できることとする。 

 

（２）上記（１）以外の数量変更の取扱い 

  上記（１）以外で数量変更を行う場合には、事前に漁業調整委員会の意見

を聴くこととする（漁業法第 16 条第５項において準用する同条第２項）。 

 

（３）数量変更に伴う手続 

  水産庁事務連絡の「軽微な変更」に該当する場合、農林水産大臣の承認を要

しない。このため、国からの都道府県別漁獲可能量の変更の通知を受領した

時点で知事管理漁獲可能量を変更したとみなし、漁業法第 16 条第６項の規定

により遅滞なく、その旨を農林水産大臣に報告する。 

  その後、直近で開催される漁業調整委員会において、数量を変更した旨を

報告する。 
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特定水産資源の福岡県知事管理漁獲可能量の変更に係る取扱について（諮問） 

 

水産振興課漁船漁業係 

 

【概要】 

・漁獲可能量の変更について、手続きの迅速化を図るため、県資源管理方針で、

予め漁業調整委員会の了承を得た上で、諮問・答申を経ず、事後報告による

対応を可能としている。 

・福岡県資源管理方針では、「くろまぐろ（小型魚）」、「くろまぐろ（大型魚）」

ともに、管理区分が１つしかなく、都道府県別漁獲可能量の全量を知事管理

区分に配分することとしている。 

・このため、融通等に伴う数量の変更は裁量の余地がない機械的な変更である

ことから、令和７管理年度のくろまぐろの漁獲可能量の当初配分及び配分量

の融通に関する実施要領に基づく変更及び農林水産大臣が必要と認める場合

の配分については、本県においても漁業調整委員会へ事後報告で対応するこ

ととする。 

 

【事後報告が可能となる変更の例】 

 ・前年度繰越分及び消化率メリット等の追加配分に伴う漁獲可能量の変更 

 ・大臣管理区分及び都道府県間の融通による漁獲可能量の変更 

 ・小型魚から大型魚への不等量交換による漁獲可能量の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漁獲可能量の変更に係る手続のイメージ 
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　　資　料　５
（22-38　筑前漁調委）
（令和７年２月２８日）



-2-
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 筑前海区漁業調整委員会指示第 203 号 

漁業法（昭和 24 年法律第 267 号）第 120 条第１項の規定に基づき、関門海域でのマダ

コの乱獲を防止し、マダコ資源の保護を図るため、次のとおり指示する。 

ただし、試験研究機関等が試験研究等のために採捕する場合は、この限りではない。 

 令和４年５月６日 
                               筑前海区漁業調整委員会会長  冨重 信一      

１ 指示の適用海域 

福岡県海域のうち、次の A 線、B 線及び C 線と陸岸によって囲まれた海域。 

A 線：福岡県北九州市若松区響町埋立地護岸東北端と山口県下関市竹ノ子島西南端を 

   結んだ直線。 

B 線：福岡県北九州市若松区若松洞海湾口防波堤灯台から防波堤沿いに西へ 1,550.28 

   メートルの点(Ｄ点）と北九州市小倉北区藍島西端からＤ点を見通す線上の北 

   九州市戸畑区日本製鉄株式会社九州製鉄所埋立護岸に設定した標識を結んだ直 

   線。 

C 線：北九州市門司区旧門司門司埼灯台と山口県下関市火の山下潮流信号所を見通し 

     た直線。 

２ 禁止事項 

  体重 400 グラム未満のマダコを採捕してはならない。 

３ 指示の期間 

  令和４年６月１日から令和７年５月 31 日まで 

（現行） 

-1-

　　資　料　６
（22-38　筑前漁調委）
（令和７年２月２８日）



 筑前海区漁業調整委員会指示第 215 号 

漁業法（昭和 24 年法律第 267 号）第 120 条第１項の規定に基づき、関門海域でのマダ

コの乱獲を防止し、マダコ資源の保護を図るため、次のとおり指示する。 

ただし、試験研究機関等が試験研究等のために採捕する場合は、この限りではない。 

 令和７年 月 日（公報搭載の日） 
                               筑前海区漁業調整委員会会長  冨重 信一      

１ 指示の適用海域 

福岡県海域のうち、次の A 線、B 線及び C 線と陸岸によって囲まれた海域。 

A 線：福岡県北九州市若松区響町埋立地護岸東北端と山口県下関市竹ノ子島西南端を 

   結んだ直線。 

B 線：福岡県北九州市若松区若松洞海湾口防波堤灯台から防波堤沿いに西へ 1,550.28 

   メートルの点(Ｄ点）と北九州市小倉北区藍島西端からＤ点を見通す線上の北 

   九州市戸畑区日本製鉄株式会社九州製鉄所埋立護岸に設定した標識を結んだ直 

   線。 

C 線：北九州市門司区旧門司門司埼灯台と山口県下関市火の山下潮流信号所を見通し 

     た直線。 

２ 禁止事項 

  体重 400 グラム未満のマダコを採捕してはならない。 

３ 指示の期間 

  令和７年６月１日から令和 10 年５月 31 日まで 

（更新案） 
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　　資　料　７
（22-38　筑前漁調委）
（令和７年２月２８日）



漁業権に係る資源管理の状況等の報告について 

令和７年２月２８日 

漁業管理課漁業調整係 

 

◯漁業権者は、その有する漁業権の内容たる漁業について、資源管理の状況や漁場の活用の

状況について１年に１回以上県知事に報告しなければならない（漁業法第 90 条第１項、

漁業法施行規則第 28 条第 1 項）。 

 

◯県知事は、報告を受けた事項について、意見を付して１年に１回以上海区漁業調整委員会

に報告しなければならない（漁業法第 90 条第２項、漁業法施行規則第 28条第３項）。 

 

◯報告をすべき事項（漁業法施行規則第 28条第２項） 

 １ 漁業権の種類及び免許番号 

 ２ 報告の対象となる期間 

 ３ 資源管理に関する取り組みの実施状況 

 ４ 操業日数、漁獲量その他の漁場の活用の状況 

 ５ 団体漁業権にあっては、組合員行使者の数及び組合員行使権の行使の状況 

 ６ その他必要な事項 

 

◯筑前海区の漁業権免許状況 

 ・第１種、第２種共同漁業権  21 件 

 ・第３種共同漁業権   10 件 

 ・第１種区画漁業権   58 件 

 ・定置漁業権    ２件 

 

【参考】漁業権に係る漁業の区分（漁業法第 60条） 

共同漁業 第１種 藻類、貝類等の定着性の水産動植物を対象とする漁業 

（アワビ、ウニ、ワカメなどの採介藻漁業） 

第２種 網漁具を固定して営む漁業 

（かご、固定式刺し網、小型定置網など） 

第３種 つきいそ漁業 

（石などを投入して漁場を造成して行う釣り漁業など） 

区画漁業 第１種 一定の区域内において石、瓦、竹、木等を敷設して営む養殖業 

（筏式カキ養殖、延縄式ワカメ養殖など） 

定置漁業権 身網の設置される水深が 27 メートル以深であるもの。 
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1
/
3

令
和

5
年

度
　

漁
業

権
に

係
る

資
源

管
理

の
状

況
等

の
報

告
状

況

報
告

の
対

象
と

な
る

期
間

 ：
 令

和
５

年
４

月
１

日
～

令
和

６
年

３
月

３
１

日
※

漁
業

権
番

号
は

令
和

５
年

９
月

１
日

の
更

新
後

の
番

号
で

整
理

行
使

権
者

数
実

行
使

者
数

（
人

）
（
延

べ
人

数
）

共
同

筑
共

第
1
号

第
1
,2

種
（
略

）
佐

賀
県

境
～

糸
島

市
地

先
糸

島
野

北
を

除
く
全

支
所

団
体

2
6
8

9
1
6

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
2
号

第
1
,2

種
（
略

）
烏

帽
子

島
（
糸

島
市

沖
）
周

辺
糸

島
野

北
を

除
く
全

支
所

団
体

2
6
8

5
4

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
3
号

第
1
,2

種
（
略

）
糸

島
市

～
福

岡
市

西
区

地
先

糸
島

野
北

団
体

3
9

6
5

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
3
号

第
1
,2

種
（
略

）
糸

島
市

～
福

岡
市

西
区

地
先

福
岡

市
西

浦
、

唐
泊

団
体

7
5

1
3
2

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
4
号

第
1
,2

種
（
略

）
灯

台
瀬

（
糸

島
市

志
摩

野
北

沖
）
周

辺
糸

島
野

北
団

体
3
9

5
8

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
5
号

第
1
,2

種
（
略

）
長

間
礁

（
福

岡
市

西
区

西
浦

沖
）
周

辺
福

岡
市

西
浦

団
体

4
6

2
4

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
6
号

第
1
,2

種
（
略

）
福

岡
市

西
区

玄
界

島
周

辺
福

岡
市

玄
界

島
団

体
8
7

1
5
8

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
7
号

第
1
,2

種
（
略

）
福

岡
市

西
区

小
呂

島
周

辺
福

岡
市

小
呂

島
団

体
4
1

1
7

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
8
号

第
1
,2

種
（
略

）
福

岡
湾

周
辺

福
岡

市
能

古
、

姪
浜

、
伊

崎
、

福
岡

、
箱

崎
、

奈
多

、
志

賀
島

団
体

2
1
0

3
7
7

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
9
号

第
1
,2

種
（
略

）
福

岡
市

東
区

志
賀

島
～

古
賀

市
地

先
福

岡
市

奈
多

、
志

賀
島

、
弘

団
体

8
8

3
3
0

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
9
号

第
1
,2

種
（
略

）
福

岡
市

東
区

志
賀

島
～

古
賀

市
地

先
新

宮
相

島
新

宮
団

体
5
5

6
○

適
切

か
つ

有
効

共
同

筑
共

第
1
0
号

第
1
,2

種
（
略

）
新

宮
町

相
島

周
辺

新
宮

相
島

相
島

団
体

4
8

1
1
4

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
1
号

第
1
,2

種
（
略

）
栗

ノ
上

礁
周

辺
福

岡
市

奈
多

、
志

賀
島

、
弘

団
体

8
8

2
0
3

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
1
号

第
1
,2

種
（
略

）
栗

ノ
上

礁
周

辺
新

宮
相

島
相

島
、

新
宮

団
体

5
5

4
○

適
切

か
つ

有
効

共
同

筑
共

第
1
1
号

第
1
,2

種
（
略

）
栗

ノ
上

礁
周

辺
宗

像
津

屋
崎

団
体

3
0

1
6

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
2
号

第
1
,2

種
（
略

）
宗

像
市

地
先

宗
像

津
屋

崎
、

神
湊

、
鐘

崎
、

大
島

、
地

島
団

体
3
5
9

3
8
2

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
3
号

第
1
,2

種
（
略

）
宗

像
市

沖
ノ

島
周

辺
宗

像
津

屋
崎

、
神

湊
、

鐘
崎

、
大

島
、

地
島

団
体

3
5
9

1
0

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
4
号

第
1
,2

種
（
略

）
岡

垣
町

、
芦

屋
町

、
若

松
区

地
先

遠
賀

波
津

、
芦

屋
、

柏
原

団
体

6
9

1
1
3

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
4
号

第
1
,2

種
（
略

）
岡

垣
町

、
芦

屋
町

、
若

松
区

地
先

ひ
び

き
灘

岩
屋

団
体

4
5

1
8
5

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
5
号

第
1
,2

種
（
略

）
波

津
白

瀬
周

辺
遠

賀
波

津
団

体
1
6

3
2

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
6
号

第
1
,2

種
（
略

）
北

九
州

市
若

松
区

地
先

ひ
び

き
灘

脇
田

団
体

2
8

7
7

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
6
号

第
1
,2

種
（
略

）
北

九
州

市
若

松
区

地
先

北
九

州
市

脇
之

浦
、

若
松

団
体

8
0

2
7
0

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
7
号

第
1
,2

種
（
略

）
北

九
州

市
若

松
区

白
島

周
辺

ひ
び

き
灘

脇
田

団
体

2
8

4
8

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
7
号

第
1
,2

種
（
略

）
北

九
州

市
若

松
区

白
島

周
辺

北
九

州
市

脇
之

浦
団

体
7
6

2
6
5

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
8
号

第
1
,2

種
（
略

）
北

九
州

市
小

倉
北

区
馬

島
、

藍
島

周
辺

ひ
び

き
灘

藍
島

団
体

8
8

3
9
0

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
8
号

第
1
,2

種
（
略

）
北

九
州

市
小

倉
北

区
馬

島
、

藍
島

周
辺

北
九

州
市

平
松

、
馬

島
、

長
浜

、
大

里
、

旧
門

司
団

体
1
1
5

1
9
0

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
9
号

第
1
,2

種
（
略

）
北

九
州

市
戸

畑
区

、
小

倉
北

区
、

門
司

区
地

先
ひ

び
き

灘
藍

島
団

体
8
8

4
2

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
9
号

第
1
,2

種
（
略

）
北

九
州

市
戸

畑
区

、
小

倉
北

区
、

門
司

区
地

先
北

九
州

市
平

松
、

馬
島

、
長

浜
、

大
里

、
旧

門
司

団
体

1
1
5

3
8
5

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
2
0
号

第
1
,2

種
（
略

）
北

九
州

市
若

松
区

地
先

ひ
び

き
灘

脇
田

、
藍

島
団

体
1
1
6

4
9

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
2
0
号

第
1
,2

種
（
略

）
北

九
州

市
若

松
区

地
先

北
九

州
市

脇
之

浦
、

若
松

、
平

松
、

馬
島

、
長

浜
、

大
里

、
旧

門
司

団
体

2
0
5

3
5
7

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
2
1
号

第
1
,2

種
（
略

）
洞

海
湾

湾
口

付
近

北
九

州
市

脇
之

浦
、

若
松

団
体

1
6

6
○

適
切

か
つ

有
効

共
同

筑
共

第
1
0
1号

第
3
種

つ
き

い
そ

福
岡

市
西

区
能

古
島

地
先

福
岡

市
能

古
団

体
2
4

1
1

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
0
2号

第
3
種

つ
き

い
そ

福
岡

市
西

区
能

古
島

地
先

福
岡

市
能

古
団

体
2
4

1
1

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
0
3号

第
3
種

つ
き

い
そ

福
岡

市
東

区
志

賀
島

地
先

福
岡

市
弘

団
体

3
3

2
2

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
0
4号

第
3
種

つ
き

い
そ

福
岡

市
東

区
志

賀
島

地
先

福
岡

市
弘

団
体

3
3

2
2

○
適

切
か

つ
有

効

共
同

筑
共

第
1
0
5号

第
3
種

つ
き

い
そ

福
岡

市
西

区
玄

界
島

地
先

福
岡

市
玄

界
島

団
体

8
7

2
○

適
切

か
つ

有
効

共
同

筑
共

第
1
0
6号

第
3
種

つ
き

い
そ

福
岡

市
西

区
玄

界
島

地
先

福
岡

市
玄

界
島

団
体

8
7

2
○

適
切

か
つ

有
効

共
同

･区
画

漁
業

の
種

類
評

価
資

源
管

理
の

取
組

状
況

等
団

体
･個

別
漁

業
権

者
（
漁

協
）

関
係

支
所

種
別

免
許

番
号

漁
場

の
位

置
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2
/
3

令
和

5
年

度
　

漁
業

権
に

係
る

資
源

管
理

の
状

況
等

の
報

告
状

況

報
告

の
対

象
と

な
る

期
間

 ：
 令

和
５

年
４

月
１

日
～

令
和

６
年

３
月

３
１

日
※

漁
業

権
番

号
は

令
和

５
年

９
月

１
日

の
更

新
後

の
番

号
で

整
理

行
使

権
者

数
実

行
使

者
数

（
人

）
（
延

べ
人

数
）

共
同

･区
画

漁
業

の
種

類
評

価
資

源
管

理
の

取
組

状
況

等
団

体
･個

別
漁

業
権

者
（
漁

協
）

関
係

支
所

種
別

免
許

番
号

漁
場

の
位

置

共
同

筑
共

第
1
0
7号

第
3
種

つ
き

い
そ

福
岡

市
西

区
玄

界
島

地
先

福
岡

市
玄

界
島

団
体

8
7

2
○

適
切

か
つ

有
効

共
同

筑
共

第
1
0
8号

第
3
種

つ
き

い
そ

福
岡

市
東

区
奈

多
地

先
福

岡
市

奈
多

団
体

1
5

5
○

適
切

か
つ

有
効

共
同

筑
共

第
1
0
9号

第
3
種

つ
き

い
そ

福
岡

市
東

区
奈

多
地

先
福

岡
市

奈
多

団
体

1
5

5
○

適
切

か
つ

有
効

共
同

筑
共

第
1
1
0号

第
3
種

つ
き

い
そ

福
岡

市
東

区
奈

多
地

先
福

岡
市

奈
多

団
体

1
5

5
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
1
号

第
1
種

の
り

糸
島

市
加

布
里

地
先

糸
島

加
布

里
団

体
1

1
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
2
号

第
1
種

の
り

福
岡

市
西

区
姪

浜
小

戸
地

先
福

岡
市

姪
浜

団
体

4
5

8
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
3
号

第
1
種

の
り

福
岡

市
西

区
姪

浜
室

見
川

沖
福

岡
市

姪
浜

団
体

4
5

8
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
4
号

第
1
種

の
り

糸
島

市
加

布
里

地
先

糸
島

加
布

里
団

体
1

1
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
1
0
1号

第
1
種

わ
か

め
糸

島
市

二
丈

鹿
家

地
先

糸
島

福
吉

団
体

5
7

1
0

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
1
0
2号

第
1
種

わ
か

め
糸

島
市

二
丈

片
山

大
崎

内
糸

島
深

江
団

体
6

6
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
1
0
3号

第
1
種

わ
か

め
糸

島
市

二
丈

片
山

大
崎

南
糸

島
深

江
団

体
6

6
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
1
0
4号

第
1
種

わ
か

め
福

岡
市

東
区

志
賀

島
地

先
福

岡
市

志
賀

島
団

体
3
2

1
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
1
0
5号

第
1
種

わ
か

め
福

岡
市

東
区

志
賀

島
地

先
福

岡
市

志
賀

島
団

体
休

業
休

業
休

業
合

理
的

理
由

有

区
画

筑
区

第
1
0
6号

第
1
種

わ
か

め
福

岡
市

東
区

弘
地

先
福

岡
市

弘
団

体
1
8

2
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
1
0
7号

第
1
種

わ
か

め
福

岡
市

東
区

勝
馬

地
先

福
岡

市
弘

団
体

1
8

2
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
1
0
8号

第
1
種

わ
か

め
福

岡
市

東
区

志
賀

島
地

先
福

岡
市

志
賀

島
団

体
休

業
休

業
休

業
合

理
的

理
由

有

区
画

筑
区

第
1
0
9号

第
1
種

わ
か

め
北

九
州

市
門

司
区

大
里

地
先

北
九

州
市

大
里

団
体

2
3

5
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
1
1
0号

第
1
種

わ
か

め
福

岡
市

東
区

箱
崎

地
先

福
岡

市
箱

崎
団

体
1
3

5
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
1
1
1号

第
1
種

わ
か

め
糸

島
市

二
丈

吉
井

地
先

糸
島

福
吉

団
体

5
7

1
0

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
1
1
2号

第
1
種

わ
か

め
糸

島
市

志
摩

岐
志

地
先

糸
島

岐
志

団
体

1
1

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
1
1
3号

第
1
種

わ
か

め
糸

島
市

二
丈

片
山

大
崎

北
側

糸
島

深
江

団
体

6
6

新
規

の
た

め
行

使
な

し
合

理
的

理
由

有

区
画

筑
区

第
2
0
1号

第
1
種

小
割

式
魚

類
宗

像
市

大
島

避
難

港
南

宗
像

大
島

団
体

8
4

4
5

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
2
0
2号

第
1
種

小
割

式
魚

類
宗

像
市

鐘
崎

地
先

宗
像

鐘
崎

団
体

1
9
9

6
5

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
2
0
3号

第
1
種

小
割

式
魚

類
宗

像
市

大
島

地
先

宗
像

大
島

団
体

8
4

4
5

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
2
0
4号

第
1
種

小
割

式
魚

類
糸

島
市

姫
島

地
先

糸
島

姫
島

団
体

3
3

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
3
0
1号

第
1
種

か
き

糸
島

市
二

丈
松

末
地

先
糸

島
加

布
里

団
体

2
2

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
3
0
2号

第
1
種

か
き

糸
島

市
志

摩
船

越
地

先
糸

島
船

越
団

体
7
7

7
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
3
0
3号

第
1
種

か
き

糸
島

市
志

摩
岐

志
地

先
糸

島
岐

志
団

体
1
3

1
0

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
3
0
4号

第
1
種

か
き

糸
島

市
志

摩
野

北
地

先
糸

島
野

北
団

体
3

3
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
3
0
5号

第
1
種

か
き

糸
島

市
志

摩
船

越
地

先
糸

島
船

越
団

体
7
7

7
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
3
0
6号

第
1
種

か
き

糸
島

市
志

摩
岐

志
地

先
糸

島
岐

志
団

体
1
3

1
3

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
3
0
7号

第
1
種

か
き

福
岡

市
西

区
能

古
地

先
福

岡
市

能
古

団
体

1
3

3
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
3
0
8号

第
1
種

か
き

福
岡

市
東

区
志

賀
島

地
先

福
岡

市
志

賀
島

団
体

3
2

4
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
3
0
9号

第
1
種

か
き

北
九

州
市

若
松

区
大

字
小

竹
地

先
北

九
州

市
脇

之
浦

団
体

7
8

7
8

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
3
1
0号

第
1
種

か
き

福
津

市
津

屋
崎

地
先

宗
像

津
屋

崎
団

体
2
7

1
8

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
3
1
1号

第
1
種

か
き

福
岡

市
西

区
宮

浦
地

先
福

岡
市

唐
泊

個
別

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
3
1
2号

第
1
種

か
き

福
岡

市
西

区
宮

浦
地

先
福

岡
市

唐
泊

個
別

○
適

切
か

つ
有

効

-5-



3
/
3

令
和

5
年

度
　

漁
業

権
に

係
る

資
源

管
理

の
状

況
等

の
報

告
状

況

報
告

の
対

象
と

な
る

期
間

 ：
 令

和
５

年
４

月
１

日
～

令
和

６
年

３
月

３
１

日
※

漁
業

権
番

号
は

令
和

５
年

９
月

１
日

の
更

新
後

の
番

号
で

整
理

行
使

権
者

数
実

行
使

者
数

（
人

）
（
延

べ
人

数
）

共
同

･区
画

漁
業

の
種

類
評

価
資

源
管

理
の

取
組

状
況

等
団

体
･個

別
漁

業
権

者
（
漁

協
）

関
係

支
所

種
別

免
許

番
号

漁
場

の
位

置

区
画

筑
区

第
3
1
3号

第
1
種

か
き

糸
島

市
二

丈
深

江
地

先
糸

島
深

江
団

体
2

2
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
3
1
4号

第
1
種

か
き

北
九

州
市

若
松

区
大

字
小

竹
地

先
北

九
州

市
脇

之
浦

団
体

7
8

7
8

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
4
0
1号

第
1
種

わ
か

め
・
あ

か
も

く
宗

像
市

大
島

地
先

宗
像

大
島

団
体

8
4

1
6

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
5
0
1号

第
1
種

あ
わ

び
福

岡
市

西
区

玄
界

島
地

先
福

岡
市

玄
界

島
団

体
8
7

5
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
6
0
1号

第
1
種

ふ
と

も
ず

く
宗

像
市

地
島

地
先

宗
像

地
島

団
体

1
0

0
○

合
理

的
理

由
有

区
画

筑
区

第
6
0
2号

第
1
種

ふ
と

も
ず

く
宗

像
市

地
島

地
先

宗
像

地
島

団
体

1
0

1
0

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
7
0
1号

第
1
種

わ
か

め
・
ふ

と
も

ず
く

糸
島

市
志

摩
芥

屋
地

先
糸

島
芥

屋
団

体
6

6
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
8
0
1号

第
1
種

こ
ん

ぶ
糸

島
市

志
摩

芥
屋

地
先

糸
島

芥
屋

団
体

6
6

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
9
0
1号

第
1
種

真
珠

母
貝

新
宮

町
相

島
地

先
新

宮
相

島
相

島
団

体
5
4

1
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
9
0
2号

第
1
種

真
珠

母
貝

新
宮

町
相

島
地

先
新

宮
相

島
相

島
団

体
5
4

1
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
9
0
3号

第
1
種

真
珠

母
貝

新
宮

町
相

島
地

先
新

宮
相

島
相

島
団

体
5
4

1
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
9
0
4号

第
1
種

真
珠

母
貝

新
宮

町
相

島
地

先
新

宮
相

島
相

島
団

体
5
4

1
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
9
0
5号

第
1
種

真
珠

母
貝

新
宮

町
相

島
地

先
新

宮
相

島
相

島
団

体
5
4

1
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
9
0
6号

第
1
種

真
珠

母
貝

新
宮

町
相

島
地

先
新

宮
相

島
相

島
団

体
5
4

1
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
9
0
7号

第
1
種

真
珠

母
貝

新
宮

町
相

島
地

先
新

宮
相

島
相

島
団

体
5
4

1
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
1
0
0
1号

第
1
種

真
珠

新
宮

町
相

島
地

先
新

宮
相

島
相

島
団

体
5
4

1
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
1
1
0
1号

第
1
種

か
き

・
魚

類
宗

像
市

鐘
崎

地
先

宗
像

鐘
崎

団
体

1
9
9

2
4

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
1
1
0
2号

第
1
種

か
き

・
魚

類
宗

像
市

地
島

豊
岡

地
先

宗
像

鐘
崎

、
地

島
団

体
3
5
9

2
4

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
1
1
0
3号

第
1
種

か
き

・
魚

類
糸

島
市

二
丈

吉
井

地
先

糸
島

福
吉

団
体

5
7

1
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
1
1
0
4号

第
1
種

か
き

・
魚

類
糸

島
市

志
摩

船
越

地
先

糸
島

船
越

団
体

7
7

8
○

適
切

か
つ

有
効

区
画

筑
区

第
1
2
0
1号

第
1
種

か
き

・
わ

か
め

福
津

市
津

屋
崎

新
川

地
先

宗
像

津
屋

崎
団

体
2
7

1
8

○
合

理
的

理
由

有

区
画

筑
区

第
1
3
0
1号

第
1
種

あ
か

も
く

糸
島

市
二

丈
吉

井
地

先
糸

島
福

吉
団

体
5
7

6
新

規
の

た
め

行
使

な
し

合
理

的
理

由
有

区
画

筑
区

第
1
3
0
2号

第
1
種

あ
か

も
く

糸
島

市
二

丈
鹿

家
地

先
糸

島
福

吉
団

体
5
7

6
新

規
の

た
め

行
使

な
し

合
理

的
理

由
有

区
画

筑
区

第
1
3
0
3号

第
1
種

あ
か

も
く

糸
島

市
志

摩
野

北
地

先
糸

島
野

北
団

体
1
4

1
4

○
適

切
か

つ
有

効

区
画

筑
区

第
1
4
0
1号

第
1
種

う
に

糸
島

市
二

丈
福

井
地

先
糸

島
福

吉
団

体
5
7

6
○

適
切

か
つ

有
効

定
置

筑
定

第
１

号
－

雑
魚

定
置

網
漁

業
福

岡
市

小
呂

島
地

先
小

呂
島

定
置

網
組

合
－

個
別

－
－

新
規

の
た

め
行

使
な

し
合

理
的

理
由

有

定
置

筑
定

第
２

号
－

雑
魚

定
置

網
漁

業
福

岡
市

小
呂

島
地

先
小

呂
島

定
置

網
組

合
－

個
別

－
－

新
規

の
た

め
行

使
な

し
合

理
的

理
由

有
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免
許

日
：
令

和
５

年
８

月
2
9
日

　
存

続
期

間
：
令

和
５

年
９

月
１

日
か

ら
令

和
１

５
年

８
月

３
１

日
ま

で

漁
業

種
類

名
（
現

行
）

え む し

な ま こ

い せ え び

し ゃ こ

た こ

う に

あ わ び

と こ ぶ し

び な

さ ざ え

う み に な

あ か に し

ば い

て ん ぐ に し

あ か が い

さ る ぼ う

い が い

た い ら ぎ

か き

あ さ り

は ま ぐ り

う ち む ら さ き

ば か が い

み る く い

ま て が い

な み の こ が い

お お の が い

か め の て

ま つ ば が い

こ た ま が い

あ お の り

ふ と も ず く

も ず く

あ ら め

く ろ め

わ か め

ひ じ き

あ ま の り

て ん ぐ さ

む か で の り

ふ の り

み り ん

お ご の り

い ぎ す

え ご の り

あ か も く

雑 魚 枡 網

雑 魚 落 網

い か 小 型 定 置 網

い か 大 謀 網

雑 魚 大 謀 網

い か 曲 建 網

さ わ ら 曲 建 網

雑 魚 曲 建 網

固 定 式 刺 網

あ な ご う け

雑 魚 か ご

漁
業

時
期

（
現

行
）

１月１日から１２月３１日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

１２月１日から４月３０日
（９号は１月１日から１２月

１月１日から１２月３１日

〃

１月１日から１２月３１日

〃

１１月１日から４月３０日

１２月１日から４月３０日

〃

１月１日から１２月３１日

〃

１２月１日から７月３１日

１月１日から１２月３１日

１０月１日から５月３１日

１月１日から１２月３１日

１１月１日から４月３０日

１月１日から７月３１日

１月１日から１２月３１日

〃

３月１日から９月３０日

１月１日から１０月３１日

１月１日から１２月３１日

１月１日から１２月３１日

１月１日から１２月３１日

１月１日から１２月３１日

２月１日から１２月３１日

１月１日から１２月３１日

２月１日から１２月３１日

１月１日から１２月３１日

１月１日から１２月３１日

１月１日から１２月３１日

１月１日から１２月３１日

１月１日から１２月３１日

漁
業

種
類

（
次

期
）
（
案

）

え む し

な ま こ

い せ え び

し ゃ こ

た こ

う に

あ わ び

と こ ぶ し

び な

さ ざ え

う み に な

あ か に し

ば い

て ん ぐ に し

あ か が い

さ る ぼ う

い が い

た い ら ぎ

か き

あ さ り

は ま ぐ り

う ち む ら さ き

ば か が い

み る く い

ま て が い

な み の こ が い

お お の が い

か め の て

ま つ ば が い

こ た ま が い

あ お の り

ふ と も ず く

も ず く

あ ら め

く ろ め

わ か め

ひ じ き

あ ま の り

て ん ぐ さ

む か で の り

ふ の り

み り ん

お ご の り

い ぎ す

え ご の り

あ か も く

固 定 式 刺 網

あ な ご う け

雑 魚 か ご

漁
業

時
期

（
次

期
）
（
案

）

１月１日から１２月３１日

○：10月１日から３月31日
◎：11月１日から４月30日

１月１日から１２月３１日

〃

〃

〃

12月21日から 10月 31日

１月１日から１２月３１日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

１２月１日から４月３０日
（９号は１月１日から１２月３１

１月１日から１２月３１日

〃

１月１日から１２月３１日

〃

１１月１日から４月３０日

１２月１日から４月３０日

〃

１月１日から１２月３１日

〃

１２月１日から７月３１日

１月１日から１２月３１日

１０月１日から５月３１日

１月１日から１２月３１日

１１月１日から４月３０日

１月１日から７月３１日

１月１日から１２月３１日

〃

３月１日から９月３０日

１月１日から１０月３１日

１月１日から１２月３１日

１月１日から１２月３１日

１月１日から１２月３１日

１月１日から１２月３１日

漁
業

権
者

（
漁

業
協

同
組

合
、

支
所

）

１
号

糸
島

（
野

北
を

除
く
）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

×
○

×
×

○
○

○
○

○
○

○
〇

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

２
号

糸
島

（
野

北
を

除
く
）

×
○

×
×

○
○

○
〇

×
○

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
○

○
〇

〇
×

×
×

×
×

×
×

×
〇

○
×

○

３
号

糸
島

（
野

北
）
、

福
岡

市
（
西

浦
、

唐
泊

）
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

×
×

○
×

×
○

×
○

○
○

×
○

×
×

×
×

○
×

×
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

４
号

糸
島

（
野

北
）

×
○

○
×

○
○

○
×

×
○

×
×

×
×

×
×

○
×

○
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
○

○
○

○
×

×
×

×
×

×
×

×
○

○
×

○

５
号

福
岡

市
（
西

浦
）

×
○

×
×

○
○

○
×

×
○

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
○

○
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
○

○
×

○

６
号

福
岡

市
（
玄

界
島

）
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
×

×
○

×
○

○
×

×
×

×
×

×
×

○
×

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

×
×

○
○

○
○

○
○

７
号

福
岡

市
（
小

呂
島

）
×

○
○

×
○

○
○

○
○

○
×

×
×

○
×

×
○

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

○
×

×
×

×
○

○
○

○
○

○
○

×
○

×
×

×
○

×
○

○
○

８
号

福
岡

市
（
能

古
、

姪
浜

、
伊

崎
、

箱
崎

、
奈

多
、

志
賀

島
）

○
○

×
○

○
○

○
×

○
○

×
○

○
○

○
○

×
○

○
○

×
×

○
×

×
×

×
○

×
×

×
×

×
○

○
○

○
×

×
×

×
×

○
○

○
○

○
○

○

９
号

福
岡

市
（
奈

多
、

志
賀

島
、

弘
）
、

新
宮

相
島

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

×
×

×
×

×
×

○
×

○
○

×
○

×
×

×
×

×
○

○
○

○
○

○
×

○
×

○
×

○
○

○
○

○
○

○

１
０

号
新

宮
相

島
（
相

島
）

×
○

×
×

○
○

○
×

○
○

×
×

○
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

×
×

×
×

×
○

○
○

○

１
１

号
福

岡
市

（
奈

多
、

志
賀

島
、

弘
）
、

新
宮

相
島

、
宗

像
（
津

屋
崎

）
×

○
○

×
○

○
○

×
×

○
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

○
○

○
○

×
×

×
×

×
×

×
×

○
○

○
○

１
２

号
宗

像
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

×
○

×
○

○
○

×
×

×
○

○
×

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

×
○

○
○

○
○

○
○

１
３

号
宗

像
×

○
○

×
○

○
○

○
○

○
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

○
○

○
○

×
×

×
×

×
×

×
×

○
○

○
○

１
４

号
遠

賀
、

ひ
び

き
灘

（
岩

屋
）

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
×

○
×

×
○

×
〇

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

〇
〇

○

１
５

号
遠

賀
（
波

津
）

×
○

×
×

○
○

○
○

×
○

×
×

×
×

×
×

×
×

○
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
○

○
○

×
×

×
×

×
×

×
×

×
○

〇
〇

○

１
６

号
ひ

び
き

灘
（
脇

田
）
、

北
九

州
市

（
脇

之
浦

、
若

松
）

×
◎

×
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

×
×

×
○

○
○

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
○

○
○

○
○

○
×

○
×

×
×

×
×

×
○

〇
〇

○

１
７

号
ひ

び
き

灘
（
脇

田
）
、

北
九

州
市

（
脇

之
浦

）
×

◎
×

×
○

○
○

○
○

○
×

×
○

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

○
○

○
○

○
○

×
○

×
×

×
×

×
×

○
○

○
○

１
８

号
ひ

び
き

灘
（
藍

島
）
、

北
九

州
市

（
平

松
、

長
浜

、
馬

島
、

大
里

、
旧

門
司

）
○

◎
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

×
○

×
○

○
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

○
×

○
○

○
○

○
○

×
×

×
×

×
×

○
○

○
○

１
９

号
ひ

び
き

灘
（
藍

島
）
、

北
九

州
市

（
平

松
、

長
浜

、
馬

島
、

大
里

、
旧

門
司

）
○

◎
×

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

×
○

×
×

×
○

○
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

○
○

○
○

○
○

×
○

×
×

×
×

×
×

○
○

○
○

２
０

号
ひ

び
き

灘
（
脇

田
、

藍
島

）
、

北
九

州
市

×
◎

×
○

○
○

○
×

×
○

×
×

○
○

×
×

×
×

×
○

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
○

×
×

×
×

×
×

×
×

×
○

○
○

○

２
１

号
北

九
州

市
（
脇

之
浦

、
若

松
）

×
◎

×
×

○
○

○
×

○
○

×
×

×
×

×
×

×
○

×
○

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
○

○
○

×
×

×
×

×
×

×
×

×
○

○
○

○

×
○

×
×

×
×

○
○

×
○

○
○

×
〇

○
○

×
○

○
○

×
○

○
○

×
○

○
○

○
○

×
○

×
×

○
○

○
○

×
×

○
○

第
１

種
共

同
漁

業
権

免
許

の
内

容
第

２
種

共
同

漁
業

権
免

許
の

内
容

免 許 番 号 （ 筑 共 ）

雑 魚 小 型 定 置 網

（ 枡 網 、 落 網 、

大 謀 網 含 む ）

雑 魚 曲 建 網 （ い

か 、 さ わ ら 等 を

目 的 と す る も の

を 含 む 。 ）

１月１日から１２月３１日

１月１日から１２月３１日
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第２２期第４回筑肥連合海区漁業調整委員会 
 
 
                             日時：令和７年２月４日（火） １４：００～ 
                             場所：唐津市近代図書館 

（佐賀県唐津市新興町２３） 
 
 
 

                            次  第 
 
 
１．開 会 
 
２．議 題 
（１）唐津湾におけるかたくちいわしまき網漁業の操業協定について（協議） 
                                                       資料１（３～９頁） 
 
（２）福岡県海域に入漁する佐賀県いかつり漁船（５トン以上）の操業につ 

  いて（協議） 
                         資料２（１０頁） 
 
（３）佐賀県海域に入漁する福岡県ごち網漁業に係る操業協定について 
  （協議） 
                                                 資料３（１１～１６頁） 
   
（４）福岡佐賀いかかご漁業協定書の有効期間延長について（報告） 
                                                 資料４（１７～２０頁） 
 
（５）その他 
 
３．閉 会 
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　　資　料　８
（22-38　筑前漁調委）
（令和７年２月２８日）



第２２期第４回 筑肥連合海区漁業調整委員会出席者名簿 
 

日時：令和７年２月４日 (火 ) １４:００～ 
場所：唐津市近代図書館 ４階会議室  

水産庁九州漁業調整事務所  

所  長   中 村 克 彦  

調整課長   工 藤 尊 世  

福 岡 県  佐 賀 県  

筑前海区漁業調整委員会委員  

会  長    冨 重 信 一  

板 谷 正 信 

井 上   博  

坂 本 政 彦  

上 田 直 子  

 

松浦海区漁業調整委員会委員  

会  長    川 嵜 和 正  

      池 田 宏 子  

      荒 巻 信 弘  

坂 本 安 則  

梅 崎 博 昭  

坂 口 正 人   

福岡県農林水産部水産局漁業管理課  

   漁業調整係長   上 田   拓  

   主任主事      有 吉 希 望  

佐賀県農林水産部水産課  

漁業調整担当係長 伊 藤 毅 史  

 

福岡県海区漁業調整委員会事務局  

事務局長       佐 野 二 郎  

技術主査       松 本 昌 大  

主任主事       山 田 菜美子  

佐賀県海区漁業調整委員会事務局  

副事務局長       木  原 康  治  

 主事           吉 田 友 香  
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覚  書(案)  

 

昭和４６年４月２７日締結した「唐津湾におけるかたくちいわし

まき綱漁業」の操業に関する確認書の取り扱いについて、令和
令和

６年
７年

２月
２月

８日
４日

開催の２２期
２２期

第３回
第４回

筑肥連合海区漁業調整委員会において

審議の結果、次のとおり決定したので、筑前・松浦海区漁業調整委

員会会長は、ここに覚書を交換する。  

 

記  

 

１ 昭和４６年４月２７日締結した確認書のうち第１の３の操業期

間を福岡県糸島市地先海域（確認書では福岡県糸島郡地先海域）

においては９月１日から翌年２月１０日までとし、有効期間を

令和
令和

７年
８年

５月１日までの１ヶ年間、これを延長する。  

 

２ 上記の確認書の記の第１の１の操業区域中の二重岳は、現在の

二丈岳のことである（平成９年３月５日開催の第１６期第２回筑

肥連合海区漁業調整委員会において確認）。  

 

３ この覚書は、玄海・松浦海の基本協定書の付帯協定として調印

した場合は、１の期間中といえども効力を失うものとする。  

 

４ 上記事項を証するため本書５通を作成し、筑肥連合海区漁業調

整委員会及び筑前・松浦両海区漁業調整委員会並びに福岡・佐賀

両県に各１通を保有するものとする。  

-3-

　　資　料　１
（第22期第4回筑肥連調委）
  （令和７年２月４日）



 

 

令和
令和

６年
７年

２月
２月

８日
４日

 

 

 

筑前海区漁業調整委員会 会長    冨 重 信 一  

 

 

松浦海区漁業調整委員会   会長    川 嵜 和 正  

 

立会人  

 

 

福岡県農林水産部水産局  

漁業管理課        課長     秋 本 恒 基 

 

 

佐賀県農林水産部水産課  課長     横 尾 一 成 
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項目 ５トン以上の
入漁許可数

許可が不必要の
５トン未満船数

筑前海区に入漁
する佐賀県船数

年度 （A） （B） （A）＋（B）

平成14 51 70 51 213 264

15 47 60 47 192 239

16 36 60 36 225 261

17 32 60 32 229 261

18 25 60 25 185 210

19 24 50 24 182 206

20 16 50 16 161 177

21 15 40 15 159 174

22 15 40 15 96 111

23 15 40 14 90 104

24 14 30 13 128 141

25 13 30 13 128 141

26 13 30 13 122 135

27 13 30 13 120 133

28 13 30 13 124 137

29 13 30 13 124 137

30 13 30 13 124 137

令和元 13 30 13 124 137

2 11 20 11 124 135

3 11 20 10 124 134

4 11 20 11 89 100

5 9 20 9 96 105

6 7 20 6 80 86

7 7 0

福岡県海域に入漁する佐賀県小型いかつり漁業の

許可数（５トン船以上）及び漁船数の推移

５トン以上の
許可希望数

５トン以上の
入漁許可枠
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　　資　料　２
（第22期第4回筑肥連調委）
  （令和７年２月４日）



覚  書（案） 

  

   佐賀県海域に入漁する福岡県一そうごち網及び二そうごち網漁業については、昭

和２７年７月２日締結の玄海、松浦海漁業調整協定並びに同附帯協定によって操業さ

れていたが、この原則に副わない点があり、しばしば佐賀県船との間に競合があった。 

そのため昭和３４年９月４日筑肥連合海区漁業調整委員会において別個にごち網漁 

業に関し１か年の協定をなし入漁の調整をはかってきた。                         

 しかしその後、昭和３９年から令和
令和

５年
６年

までの間一部改正しながら１年の暫定と 

して覚書を取り交わしてきた。 

 更にこれが改正のため令和
令和

６年
７年

２月
２月

８日
４日

開催の第２２期
第２２期

第３回
第４回

筑肥連合海区漁業調

整委員会において審議の結果、第３条の令和
令和

５年
６年

を令和
令和

６年
７年

に、附帯事項のうち１

の令和
令和

５年
６年

を令和
令和

６年
７年

に改めたほかは、いずれも令和
令和

５年
６年

１月
２月

３１日
８ 日

調印の覚書及び

附帯事項のとおり、更に暫定として１か年間これを延長することに決定したので、こ

の覚書を取り交わすものとする。 

                                                               

                                    記 

 

第１条 福岡県知事の許可する一そうごち網及び二そうごち網漁業（漁船の推進機関

の馬力数は平成１４年４月１日施行の漁船法施行規則に基づく８０キロワット

以内または施行前の規則に基づく２５馬力以内とする。但し、平成１４年のこ

の覚書の締結の際に、現に福岡県知事のごち網漁業の許可を受けていた者が、

当該許可にかかわる漁船を使用し、同締結の際に当該漁船に搭載していた推進

機関と同じものを搭載してごち網漁業を営む場合に限り、昭和５７年７月１８

日施行の同規則に基づく馬力算定法による５０馬力以内とする。）で、佐賀県

知事の管轄する海域において操業できる区域は次の範囲とする。 

（１） 一そうごち網漁業については、加部島の東端から加唐島東北端見通し線以東
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　　資　料　３
（第22期第4回筑肥連調委）
  （令和７年２月４日）



の佐賀県海域。ただし、佐賀県の共同漁業権漁場を除く。 

（２） 二そうごち網漁業については、加部島の東端から加唐島東北端を見通したそ

の延長線と、二神島北端から加唐島北端を見通した延長線との２延長線によっ

て囲まれた以東北の佐賀県海域。ただし、加唐島北部最大高潮時海岸線から 

１，４５０メートルの線によって囲まれた区域を除く。 

（３） 禁止期間は１月１日から３月１５日まで。 

 

第２条 福岡県二そうごち網漁業（馬力は第１条と同じとする。）のうちｌ統に限り

次の条件により次の区域（特別入漁区域）内において操業することができる。 

１ 特別入漁区域 

次のイ、ロ、ハの３直線によって囲まれた佐賀県海域。 

ただし、加唐島北部最大高潮時海岸線から１，４５０メートルの線によって囲

まれた区域を除く。 

イ 加部島東端から加唐島東北端見通し線の延長線 

ロ 加唐島北端から長崎県二神島北端見通し線 

ハ 唐津市肥前町京泊宮崎鼻東端から馬渡島東端見通し線の延長線 

２ 入漁条件 

イ 入漁の期間 

特別入漁区域への入漁期間は、９月２１日から１０月３０日までの４０日間

とする。 

ロ 操業方法 

網は引き寄せるものとし、こぎ網してはならない。 

ハ 漁業許可証及び入漁標識旗 

特別入漁区域へ入漁する者は佐賀県知事の漁業許可を受け、かつ漁業許可証

及び入漁標識旗の交付を受けなければならない。 

３ 入漁船の義務 
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イ 特別入漁区域へ入漁する者は、佐賀県知事から交付された漁業許可証及び入

漁標識旗を同時に携行し、かつ標識旗はブリッジの左舷側の上部１メートル

の位置に確実に掲揚しなければならない。 

ロ 入漁船は佐賀県漁船の操業中その妨害となる範囲内において操業してはなら

ない。 

 

第３条 この覚書の有効期間は令和
令和

６年
７年

４月１日から１か年とする。 

ただし、松浦、筑前海区漁業調整委員会の合意により延長することができる。 

この協定が成立したことを証するため本書５通を作成し、筑肥連合海区漁業調整委 

員会及び松浦、筑前海区漁業調整委員会並びに佐賀県、福岡両県に各１通保管する。 

 

令和
令和

６年
７年

２月
２月

８日
４日

 

               筑肥連合海区漁業調整委員会委員   冨 重 信 一 

                                        上 田 直 子 

                                        太 田 耕 平 

                                        井 上   博 

                                        板 谷 正 信 

                                       坂 本 政 彦 

                                                     川 嵜 和 正 

                                        池 田 宏 子 

                                        坂 本 安 則 

                                        梅 崎 博 昭 

                                        荒 巻 信 弘 

                                        坂 口 正 人 
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立 会 人 

福岡県側 

   福岡県農林水産部水産局漁業管理課長  秋 本 恒 基 

  

佐賀県側 

   佐賀県農林水産部水産課長      横 尾 一 成 
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附 帯 事 項 

 

 令和
令和

６年
７年

２月
２月

８日
４日

調印した福岡県ごち網漁業の佐賀県海域入漁に対する附帯事 

項として次のことを定める。 

 

１ 覚書第１条に規定する入漁区域の線は、令和
令和

６年
７年

９月１６日から令和
令和

６年
７年

１１月

１５日まで暫定措置として土器崎から小川島西端見通し線の延長とする。 

 

２ この協定に違反した入漁者に対しては、次のとおり処分するものとする。 

イ 協定区域外の佐賀県海域に侵入した者は、その日から特別入漁区域への入漁を

禁止する。 

ロ 同一漁業組合の者が３件以上区域外侵入した時は、当該組合の連帯責任として、

その日以降その組合全部の特別入漁区域への入漁を禁止する。 

ハ 佐賀県漁船の漁業を妨害（佐賀県ごち網、釣、延縄漁業等を包囲したり、漁具

に被害を与えたりする等）した者は、その日以降その者の特別入漁区域への入漁

を禁止する。 

ニ 同一漁業組合の者が３件以上佐賀県漁業の妨害をした時は、当該組合の連帯責

任として、その日以降その組合全部の特別入漁区域への入漁を禁止する。 

 

３ 漁業許可証 

覚書第２条３のイ及び附帯事項２の口及びニに該当する義務の怠慢または違反が

あった時は、その者の所属する組合に割り当てられた全部の漁業許可証及び入漁標

識旗をともに没収するものとする。 
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